


▪釧路昭和啓生園

▪釧路北園啓生園

▪釧路鶴ヶ岱啓生園

▪グループホームきたぞの

▪小規模多機能ふみぞの

▪グループホームふみぞの

▪中部北地域包括支援センター

釧路啓生会



▪開設： 昭和62年3月1日

▪住所： 釧路市鶴ヶ岱2丁目2番5号

▪サービス種類

①特別養護老人ホーム（定員85名）

②ショートスティ（定員5名）

③居宅介護支援事業所

④ホームヘルプサービス

⑤デイサービス（定員41名）



▪ 定員1日41名 通常規模型

▪ デイサービス1日の流れ

8：00 ～ 送迎開始

9：20 ～ サービス開始（入浴・脳トレ・機能訓練等）

11：30 ～ 午前の嚥下体操

12：10 ～ 昼食

13：00 ～ 余暇活動

14：10 ～ リハビリ体操・嚥下体操

14：30 ～ レクリエーション

15：20 ～ ティータイム

16：20 ～ ご自宅に送迎
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▪新型コロナウイルスが原因？

▪サービスの内容に問題があったのか？

▪他のデイサービスとの違いは何なのか？

▪ご利用者が求めているものは何なのか？

▪当園の魅力とは？

要因を職員間で話し合い検討！！



➀競合事業所の増加

②ニーズの把握不足

③新型コロナウイルス



釧路市内のデイサービス事業所
増加に伴い、各事業所で差別化を図
るサービス内容を提供。



利用者のニーズが職員が共有されてお
らず、ご利用者が何を目的として、デイ
サービスに通っているのか？



ご利用者の生活背景に合わせたニーズ
の把握が出来ていなかった。

利用時間
9：20～16：20（7時間）が基本



ご利用者の希望する時間帯の対応を
行っていなかった。

つまり・・・



感染拡大 → 利用控え

当園での感染確認→営業縮小中止

結果 大幅な稼働率の低下
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▪送迎（添乗）業務で現場の介護員が不足

▪介護員不足を補う為、一時的に相談員が送迎対応

▪相談員が各事業所からの電話等に迅速に対応できなくなった

▪ご利用者の短時間利用に応えた結果送迎業務が増加



▪他職種からの送迎の協力

▪送迎車輛を運転できる職員の増員

（以前は限られた職員しか運転業務を行っていなかった

が、デイサービス介護職員も運転業務に従事、増員）

結果 ⇒ 業務改善に繋がっている





看護師から・・・

「ご利用者の健康状態を維持していくのは勿論」

「在宅生活維持には、家族の健康維持も必要では？」

【 】 を 作成することに







デイサービス利用の様子



▪積極的な受け入れ体制の構築（どのようにすれば？）

職員の意識が変化した → 今後の目標を設定

➀ニーズの理解の追及、ニーズに沿ったケアの実施

②接遇面（親切、丁寧、礼節）

③サービスの充実～新たな取り組み

多職種一丸！！一つのチームとして！！



ご清聴ありがとうございました
※写真・動画については同意の上掲載しております


